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レーザー分光同位体計測装置を使用した森林内二酸化炭素および水蒸気同位体比の
リアルタイム計測
Real time, continuous measurements of CO2 and H2O isotopes in a forest using laser ab-
sorption spectrometers
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森林生態系における炭素循環および水循環を解明する上で、安定同位体計測は有益な情報を与える。２０１０年７
月末から１０日間、私達の研究グループは、富士山麓剣丸尾溶岩流上アカマツ林にあるフラックス観測タワー（Asi-
aflux:FJY/JaLTER:FJK）において、レーザー分光法の装置を用いて、大気中の三種類の二酸化炭素安定同位体比（１２Ｃ
１６Ｏ １６Ｏ、１３Ｃ １６Ｏ １６Ｏ、１２Ｃ １８Ｏ １６Ｏ）および水蒸気同位体比（Ｄ ２Ｏ、Ｈ ２

１８Ｏ）を観測した。Ｃ
Ｏ ２のレーザー同位体計測装置はＡｅｒｏｄｙｎｅ社の製品で、リアルタイムで大気中のＣＯ２の同位体比（d １３Ｃ、
d １８Ｏ）を１０秒の積分時間で０．１パーミル以上の精度で計測することができる。水蒸気同位体計はＬｏｓ　Ｇａｔ
ｏｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ社の製品であり、同社製の同位体較正器と組み合わせて使用した。高さ３０ｍの森林タワーの
６か所の高度で各高度４分２０秒間の測定に、較正標準ガス測定を加えて合計３０分間で１サイクルの計測を、１０日
間昼夜、連続的に行ったところ、深夜から明け方にかけて高度毎のＣＯ ２ 同位体比分布が観測された。本発表ではキー
リングプロット解析を時間ごとに行い、新たに明らかとなった解析結果について報告する。
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